
新たな旅立ちの時

　３月14日、中学校の卒業式では卒業生１人ひとりに卒業証書が授与され、在校生の送辞などの後、「村唄」を全員
で合唱しました。45人の卒業生はたくさんの思い出を胸に旅立ちました。
　また、18日には小学校の卒業式が、19日には幼稚園の卒園式が行われました。
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　私が村長に就任してから10年が経過しようとしています。就
任直後、本村の財政状況は、三位一体の改革、社会保障関係費
による歳出増加、さらには、リーマン・ショックに端を発する
景気後退局面とも重なり、危機的な財政状況でしたが、幾度と
なく行財政改革による取り組みを通し、基金の積立が可能とな
るなど収支の改善が図られました。
　しかし、ここ数年は、人口減少や少子高齢化に伴い、村民の
皆さんなどから「村には活気や活力がない、元気がない」との
声を聞いています。元気な村を取り戻すには、村民の皆さんが
安心して暮らすことができる安全・安心のむらづくりをめざす
とともに、活力あふれるむらづくりに取り組むことが必要です。
　そのためには、現在、分散している役場機能を一つにまとめなければ総合力が十分に発揮できません。
防災拠点づくりのための環境整備を進めるとともに、住民サービスや利便性の向上、地域コミュニティの
活動拠点などワンストップの役場機能を築きあげるべく、防災・むらづくり拠点機能を担う新庁舎建設を
推進します。
　今後も引き続き限られた経営資源を有効活用し、地域を活性化させていくため、むらづくりの基本計画
である第４次総合計画をもとに、むらづくりに邁

まい

進してまいります。（中略）

　むらづくりにおいては、第４次総合計画における重点施策「子育て対策」「住環境対策」「活性化対策」
を基本に、最重点目標である「人口の維持」「地域の活性化」の達成をめざすとともに、効率的、効果的な
行財政運営に取り組む必要があります。
　そのような考えのもとに、平成26年度の予算編成においては、防災行政無線整備をはじめとした防災対
策事業、大阪広域水道企業団水化との統合を踏まえた水道事業基本計画の見直し、中学生の海外留学体験
事業など安全・安心のむらづくり、活力あるむらづくりに重点をおいた予算編成を行いました。また、平
成25年度予算事業（繰越事業）ではありますが、千早小吹台小学校耐震補強事業にも取り組み、子どもの
教育環境の確保に努めます。
　今後も、元気のあるむらづくりに向け村民の皆さんとともに取り組んでいきたいと考えていますので、
村民の皆さんのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

安全・安心・環境
～豊かな自然と共生し　やすらぎのある暮らしを育む　むらづくり～
防災対策事業 5,895 万円
建築物耐震化事業 105 万円
水道施設更新事業 2,400 万円
水道事業基本計画見直し事業 800 万円
下水道整備事業（一部平成25年度繰越事業） 5,627 万円

健康・福祉～心と体の健康を　みんなで育む　むらづくり～
妊婦健康診査公費助成事業 475 万円
食育推進事業 282 万円
地域子育て支援拠点事業 742 万円
子ども医療費助成事業 1,703 万円

教育・歴史・伝統～歴史・文化、人が育む　むらづくり～
英語教育推進事業 51 万円
海外留学体験事業 1,041 万円
村民大学事業 16 万円
千早小吹台小学校耐震補強事業（平成25年度繰越事業）

14,150 万円

観光・産業・地域振興
～地域資源を生かし村民の元気を育む　むらづくり～

金剛山周辺活性化事業 38 万円
地域グルメ・お土産開発事業 20 万円
奥河内観光事業 35 万円
金剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭 150 万円
森林経営計画事業 438 万円
消費者生活相談充実事業 43 万円

建設・交通～村民の快適な暮らしを育む　むらづくり～
村道整備事業 2,800 万円
橋梁整備事業 120 万円
買い物弱者対策と地域公共交通のあり方調査研究　 103 万円

協働・行政経営～村民と行政がともに育む　むらづくり～
住民協働提案型むらづくり事業 100 万円
外部評価事業 22 万円
３市２町１村広域共同処理事業 542 万円

平成26年度予算が決まりました !!
平成26年度　村長施政方針（抜粋）

平成26年度　予算

平成26年度　主な実施事業
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　平成26年度の当初予算の総額は47億5,207万円で、前年度と比較して2.4％の増、一般会計予算は、
25億6,848万円で前年度と比較して2.0％の増、特別会計予算は、21億8,359万円で前年度と比較し
て2.9％の増となり、おおむね前年度並みの予算となっています。

438,298円の内訳
１月末日
総人口  5,851人で算出

民生費

117,751円

公債費

71,477円

教育費

47,679円

土木費

37,006円

農林水産業費

8,763円

商工費

5,659円

議会費

12,010円

消防費

32,348円

衛生費

44,291円

総務費

61,314円

（単位：万円）

区　　　分
会　計　別

平成26年度
予算額

平成25年度
予算額

対前年度
増減額

対前年度
増減率

一般会計 25億6,848万円 25億1,850万円 4,998万円 2.0%

特 別 会 計

国民健康保険
事 業 勘 定 9億1,546万円 8億9,601万円 1,945万円 2.2%
施 設 勘 定 1,125万円 1,355万円 ▲230万円 ▲17.0%

介 護 保 険 5億8,799万円 5億7,393万円 1,406万円 2.5%
後 期 高 齢 者 医 療 9,060万円 7,819万円 1,241万円 15.9%
下 水 道 事 業 2億3,458万円 2億2,389万円 1,069万円 4.8%
金 剛 山 観 光 事 業 8,792万円 8,577万円 215万円 2.5%

水 道 事 業
収益的支出 1億6,753万円 1億4,505万円 2,248万円 15.5%
資本的支出 8,826万円 1億602万円 ▲1,776万円 ▲16.8%

合　　　　　計 21億8,359万円 21億2,241万円 6,118万円 2.9%
合　　　　　計 47億5,207万円 46億4,091万円 1億1,116万円 2.4%

会計別でみた予算額

村民一人当たりの予算額 基金残高と地方債残高の推移
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４
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３
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１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
の
額
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
も

と
に
算
定
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
４
月
１
日
時
点
で
は
、

皆
さ
ん
の
前
年
の
収
入
や
所
得
な
ど

が
把
握
で
き
な
い
の
で
、
平
成
25
年

度
の
保
険
料
を
も
と
に
仮
決
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
保
険
料
は

７
月
に
本
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
「
特
別
徴

収（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）」と「
普

通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）」

が
あ
り
ま
す
。

○
介
護
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６

月
の
普
通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月

の
特
別
徴
収
分
で
す
。

　

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
人

や
転
入
さ
れ
た
人
な
ど
は
、
一
定
期

間
、
普
通
徴
収
で
す
が
、
こ
の
期
間

が
経
過
し
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
年
額
18
万

円
以
上
受
給
・
受
給
見
込
み
の
人
は

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

年
金
差
し
止
め
の
人
な
ど
は
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。
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保
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、
４
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・

８
月
の
特
別
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収
分
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す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収

の
人
や
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開

始
さ
れ
る
人
に
「
仮
徴
収
開
始
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
４
～

６
月
の
普
通
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
普
通
徴
収
の
人
に
は
７
月
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

○
国
民
健
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険
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た
保
険
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は
、
４
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普
通
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収
分
、
４
・
６
・
８
月

の
特
別
徴
収
分
で
す
。

•
�

65
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
世
帯
主
の
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
世
帯

主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が

65
～
74
歳
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険

料
は
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
人
な
ど
は
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

•
�

平
成
26
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
の

世
帯
主
の
人
へ

　

前
年
度
ま
で
国
民
健
康
保
険
料
を

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
人
で
も
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
普
通
徴
収
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
な
る
前
に
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
人
は
当
時
の
登
録
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

口
座
の
変
更
な
ど
が
必
要
な
人
は
、

金
融
機
関
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○ 

保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振

替
で

　

保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
納
期
限

ご
と
に
自
動
的
に
指
定
の
預
金
口
座

か
ら
振
替
納
付
さ
れ
る
口
座
振
替

が
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
安
心

で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
預

金
通
帳
と
金
融
機
関
届
出
印
鑑
、
納

入
通
知
書
（
納
入
通
知
書
が
な
い
人

は
保
険
証
）
を
持
参
の
上
、
口
座
振

替
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
は
毎
月
25
日
で
す
。
た

だ
し
、
指
定
振
替
日
が
取
扱
金
融
機

関
な
ど
の
休
日
に
あ
た
る
場
合
は
、

１
営
業
日
前
で
す
。）

口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
り

そ
な
・
近
畿
大
阪
の
各
銀
行
お
よ
び

大
阪
南
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、

医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
に

誘
導
し
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐

欺
事
件
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受

け
取
り
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

不
審
な
電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
後
期
高
齢
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

平
成
₂₆
年
度
仮
徴
収
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」

で
納
め
て
い
る
人
は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※�

確
定
申
告
な
ど
の
と
き
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
特
別
徴
収
の
場
合
は

年
金
受
給
者
本
人
に
、普
通
徴
収
の
場
合
は
納
め
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）で
納
め
て
い
る
人
へ

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
を

4



○ 

平
成
26
・
27
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
は
、

２
年
単
位
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
で
審
議

さ
れ
、
平
成
26
年
度
と
27
年
度
の
保

険
料
率
が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
今
年
度
か
ら
賦
課
限
度

額
（
年
額
）
は
57
万
円
で
す
。

　

新
し
い
保
険
料
率
で
計
算
し
た
１

年
間
の
保
険
料
は
、
７
月
初
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

２
．
所
得
割
額
の
軽
減

　
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」

が
、
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割

額
が
一
律
に
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
決
定
通
知
書
に
は
、「
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」は「
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
」
と
し

て
記
載
さ
れ
ま
す
。

３ 

．
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
日
の
前
日
に
会
社
員
の
夫
や
お
子

さ
ん
な
ど
の
扶
養
で
あ
っ
た
人
（
こ

れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た

人
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保

険
組
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）は
、

所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
で
、
こ
の
軽
減
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
届
け
出
を
す
る

こ
と
で
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
決
定
の
た
め
に（
お
願
い
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
、
医

療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
や
高
額

療
養
費
な
ど
の
負
担
区
分
は
、
税
の

申
告
内
容
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

収
入
が
な
い
人
や
、
収
入
が
少
な

く
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
で

も
、
住
民
税
申
告
な
ど
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
と
、
保

険
料
の
軽
減
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

平
成
26
年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な

る
人

　

75
歳
の
お
誕
生
日
か
ら
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

　

被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
75
歳

の
お
誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
被
保
険

者
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、
被
保
険
者
証
や
保
険
料
決
定
通

知
書
に
同
封
し
て
い
る
チ
ラ
シ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合

　

☎
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４
７
９
０
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２
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所得の判定区分
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額など

軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

基礎控除額
（33万円）まで

当該世帯の被保険者全員の
各所得（ただし、公的年金控
除額は、80万円と計算する）

0円 9割 5,260円

0円でない 8.5割 7,891円

【基礎控除額（33万円）＋24万5千円×被保険者数】まで 5割 26,303円
【基礎控除額（33万円）＋45万円×被保険者数】まで 2割 42,085円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

大阪府の平成26年度・平成27年度の保険料率

所得割額

基礎控除後の
総所得金額等泫
×所得割率
10.41％

被保険者
均等割額

被保険者１人あたり
52,607円

保険料
（年額）＋ ＝

泫 －主な基礎控除後の総所得金額等の算定方法－
⑴ 給与所得の場合⇒（給与収入金額－給与所得控除額）－基礎控除額（33万円）
⑵ 公的年金所得の場合⇒（年金収入金額－公的年金等控除額）－基礎控除額（33万円）
⑶ その他の所得の場合⇒（収入金額－必要経費）－基礎控除額（33万円）

※年間保険料の負担限度額は57万円です。

◦基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動することがあります。
◦�被保険者均等割額の軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得金額などには、専従者控除、譲渡所得の特別控除
の税法上の規定は適用されません。
◦�国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受けた65歳以上の人については、公的年金などに
かかる所得金額から15万円が控除されます。
◦世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判定の対象となります。

平
成
25
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
２
月
28
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

◆
一
般
書

舞
台　
　
　
　
　
　
　
（
西
加
奈
子
）

翔
ぶ
少
女　
　
　
　
　
（
原
田
マ
ハ
）

月
光
の
誘
惑　
　
　
　
（
赤
川
次
郎
）

タ
ー
ミ
ナ
ル
タ
ウ
ン　
（
三
崎
亜
紀
）

峠
越
え　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
潤
）

注
文
の
多
い
注
文
書　
（
小
川
洋
子
）

穴（
芥
川
賞
）　　
　
（
小
山
田
浩
子
）

山
桜
記　
　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

乱
丸
（
上
・
下
）　　
　
（
宮
本
昌
孝
）

首
折
り
男
の
た
め
の
協
奏
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
坂
幸
太
郎
）

春
、
戻
る　
　
　
　
（
瀬
尾
ま
い
こ
）

去
年
の
冬
き
み
と
別
れ（
中
村
文
則
）

さ
よ
う
な
ら
オ
レ
ン
ジ（
岩
城
け
い
）

島
は
ぼ
く
ら
と　
　
　
（
辻
村
深
月
）

村
上
海
賊
の
娘
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
竜
）

想
像
ラ
ジ
オ　
（
い
と
う
せ
い
こ
う
）

昨
夜
の
カ
レ
ー
、
昨
日
の
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
皿
泉
）

ラ
ン
チ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柚
木
麻
子
）

◆
児
童
書

に
ん
じ
ん
、
だ
い
こ
ん
、
ご
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
（
日
本
の
民
話
よ
り
）

忍
た
ま
乱
太
郎
58　
（
尼
子
騒
兵
衛
）

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
し
ょ
う
が
っ
こ
う

あ
お
い
め
の
め
り
ー
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　

お
か
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
こ
さ
と
し
）

�



年　
　

金

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

４
月
分
か
ら
、
月
々
の
国
民
年
金

保
険
料
が
２
１
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

月
額
１
万
５
２
５
０
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加

え
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

保
険
料
は
口
座
振
替
を
利
用
す
る

と
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と

時
間
が
省
け
ま
す
。
ま
た
、早
割（
当

月
末
振
替
）、前
納
（
６
か
月
・
１
年
・

２
年
）
で
納
付
す
る
と
、
納
付
書
を

使
っ
て
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
の
承
認
を

受
け
て
い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
よ

る
割
引
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

必
要
な
物　

年
金
手
帳
・
通
帳
・
金

融
機
関
届
出
印

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
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６
７
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２
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•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は

毎
年
度
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
、

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
で

あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
学
生
に
な
る
20

歳
以
上
の
人
だ
け
で
な
く
、
平
成
25

年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
人
で
引
き
続
き
、
平
成
26
年
度

も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
と
き

も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
３
月

　

村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
協

働
に
よ
る
む
ら
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
で

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
に
提
案
い
た

だ
い
た
公
益
活
動
に
対
し
補
助
を
行

う
も
の
で
、「
村
民
提
案
型
」
と
「
行

政
提
案
型
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
団
体

•
�

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
そ

の
構
成
員
の
過
半
数
が
村
内
に
在

住
、
在
勤
又
は
在
学
し
て
い
る
こ

と

•

組
織
運
営
の
会
則
な
ど
が
あ
る
こ

　

と

•
�

予
算
、
決
算
を
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と

•
�

村
と
協
働
事
業
を
実
施
で
き
る
実

績
又
は
能
力
が
あ
る
こ
と

○
対
象
事
業

村
民
提
案
型　

村
民
活
動
団
体
が
自

由
な
テ
ー
マ
で
提
案
・
実
施
す
る
地

域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
関
す
る

事
業

行
政
提
案
型　

村
が
設
定
し
た
テ
ー

マ
に
基
づ
き
、
村
民
活
動
団
体
が
提

案
・
実
施
す
る
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
に
関
す
る
事
業

○
提
案
期
間

村
民
提
案
型　

４
月
１
日（
火
）～
５

月
30
日（
金
）

行
政
提
案
型　

広
報
紙
な
ど
で
募
集

○
補
助
内
容

補
助
額
・
交
付
回
数　

１
事
業
に
つ

き
20
万
円
を
上
限
に
予
算
の
範
囲
内

で
交
付
・
１
団
体
１
事
業
（
２
年
連

続
可
）

補
助
対
象
経
費　

事
業
を
実
施
す
る

た
め
に
直
接
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も

の
（
交
付
要
綱
に
定
め
る
も
の
）
に

限
る
。

※
対
象
例　

講
師
謝
金
、
交
通
費
、

消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
、
郵
便
料

金
、広
告
料
、保
険
料
、委
託
料
（
専

門
的
知
識
の
委
託
な
ど
）、
使
用
料

及
び
賃
借
料
な
ど

○
申
請
方
法

提
出
書
類
（
各
一
部
）

事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
見
積

書
写
し
、
団
体
に
関
す
る
調
書
、
会

則
な
ど
の
写
し
、
そ
の
他
事
業
の
補

足
資
料（
交
付
要
綱
に
定
め
る
様
式

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ま
た
は
役
場
総
務
課
、
小
吹

台
連
絡
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
く
す

の
き
ホ
ー
ル
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
窓
口
に
置
い
て
い

ま
す
。）

提
出
方
法　

総
務
課
（
役
場
２
階
）

ま
で
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
案
事
業
の
採
択

提
案
い
た
だ
い
た
提
案
事
業
は
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
上
、
村
長
を
座
長
と
す

る
庁
内
会
議
で
提
案
事
業
を
決
定
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

村
民
提
案
型
協
働
事
業
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
す

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。

�



下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
は
が

き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

届
い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま

す
（
学
生
証
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

必
要
な
物　

学
生
証
な
ど
学
生
で
あ

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類
・
年
金

手
帳
・
印
鑑

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
人
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で

き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す　

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時

点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

•
�

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得

に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

障
害
年
金
受
給
な
ど
で
法
定

免
除
を
受
け
て
い
る
人
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
通
常
納
付
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど
に
よ

り
法
定
免
除
と
な
っ
て
い
る
人
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
保
険
料

を
通
常
納
付
で
き
る
「
納
付
申
出
制

度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料
の
口

座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保
険
料
の
割

引
な
ど
、
便
利
で
お
得
な
制
度
を
あ

わ
せ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

介　
　

護

紙
お
む
つ
給
付
金

　

村
で
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

に
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
部
（
月
額
５
千
円

以
内
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請

し
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

要
件

•
�

村
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人
で
、

常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

人

•
�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
支

援
以
上
の
人

•
�

対
象
と
な
る
人
が
属
す
る
世
帯
の

生
計
中
心
者
の
前
年
分
の
所
得
税

額
が
７
万
円
以
下
で
あ
る
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

生
活
機
能
に
関
す
る
調
査（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）の
送
付

　

65
歳
以
上
の
人
で
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
へ
生
活
機
能
に
関
す

る
調
査
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

を
送
付
し
ま
す
。
ご
返
送
い
た
だ
い

た
情
報
に
基
づ
き
、
今
後
介
護
や
支

援
が
必
要
と
な
る
可
能
性
の
高
い
人

に
は
、後
日
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

　
「
あ
な
た
が
教
員
を
目
指
す
、
そ
の

志
望
動
機
を
１
分
間
で
お
話
し
下
さ

い
。」「
ハ
イ
、
私
が
教
員
に
な
り
た
い

の
は
、
︙
」

　

教
員
採
用
試
験
で
行
わ
れ
る
個
人
面

接
は
、
よ
く
こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
り

ま
す
。

　

大
阪
府
を
は
じ
め
近
畿
の
各
府
県
で

は
、団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
い
、

こ
こ
数
年
教
員
の
大
量
採
用
が
続
い
て

い
ま
す
。
い
く
ら
門
戸
が
広
が
っ
た
と

は
い
え
、
個
々
の
学
生
に
と
っ
て
は
合

格
す
る
か
し
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
し
か

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
採
用
試
験
は
緊
張

で
心
が
張
り
詰
め
る
真
剣
勝
負
で
す
。

　

教
員
に
な
る
た
め
に
は
、
教
え
る
の

に
必
要
な
知
識
・
技
能
が
備
わ
っ
て
い

る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
の
子
に
も
分
か
り
や

す
く
教
え
た
り
、
誠
実
に
子
ど
も
の
気

持
ち
を
聞
き
と
っ
た
り
、
言
葉
を
伝
え

合
う
力
も
そ
れ
以
上
に
大
切
な
資
質
と

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
採
用
時
の
筆

記
試
験
と
面
接
選
考
の
中
で
、
特
に
近

年
で
は
面
接
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、春
の
こ
と
。あ
る
学
生
グ
ル
ー

プ
か
ら
面
接
練
習
の
お
手
伝
い
を
頼
ま

れ
ま
し
た
。
面
接
官
役
を
引
き
受
け
、

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
行
う
模
擬
面
接
を

重
ね
た
の
で
す
が
、
考
え
が
あ
や
ふ
や

で
、
答
え
に
詰
ま
っ
て
涙
ぐ
む
学
生
も

い
ま
し
た
。

　

採
用
試
験
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
彼
ら

は
面
接
練
習
の
感
想
を
書
い
て
く
れ
ま

し
た
。「
自
分
が
何
を
大
切
に
教
育
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
の
か
？
ど
の
よ
う

な
子
ど
も
に
注
目
し
て
教
育
す
る
の

か
？
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。」「
時
に

は
じ
っ
く
り
自
分
を
見
つ
め
、
と
き
に

は
仲
間
た
ち
を
じ
っ
く
り
見
つ
め
る
こ

と
で
、
な
ん
だ
か
、
人
間
的
に
成
長
で

き
た
気
が
し
ま
す
。
今
後
の
人
生
に

き
っ
と
生
き
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。」「
普
段
見
え
な
い
心
の
奥
や
、
今

ま
で
の
経
験
や
背
景
な
ど
が
見
え
て
き

て
、
自
分
た
ち
を
鍛
え
合
え
ま
し
た
。」

　

い
た
わ
り
や
励
ま
し
、
思
い
や
り
な

ど
、
交
わ
す
言
葉
に
心
を
の
せ
て
伝
え

合
う
こ
と
で
、
人
と
人
は
、
誤
解
や
決

め
つ
け
や
偏
見
を
超
え
て
、
つ
な
が
り

分
か
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
ぜ
教
員
を
目
指
す
の
か
、
ど
ん
な

教
師
に
な
る
か
な
ど
、
自
身
の
心
の
奥

底
を
覗
き
、
中
心
軸
を
つ
き
つ
め
る
こ

と
で
、
学
生
た
ち
が
、
教
師
と
し
て
最

も
大
切
な
こ
と
の
一
つ
を
ち
ょ
っ
ぴ
り

で
も
学
ん
で
く
れ
た
の
だ
と
知
っ
て
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
全
員
合
格
し
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

人
権
コ
ラ
ム﹁
き
ず
な
﹂
⑫

交
わ
す
言
葉
に
心
を
の
せ
て
伝
え
る

島　
　

善
信（
大
阪
教
育
大
学
）

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
１
期
（
４
月
分
）
の
納
期
限
は
、
４
月
30
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
４
月
25
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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環
境
衛
生

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

飼
犬
登
録

　

狂
犬
病
は
、
す
べ
て
の
ほ
乳
類
に

感
染
し
、
発
症
す
れ
ば
有
効
な
治
療

法
は
な
く
、
回
復
の
見
込
め
な
い
大

変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
昨
年
は
台

湾
に
お
い
て
狂
犬
病
に
感
染
・
発
症

し
た
飼
い
犬
が
確
認
さ
れ
、
現
在
で

も
東
南
ア
ジ
ア
や
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

世
界
中
で
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
近
年
発
生
の
報
告
は

な
く
予
防
注
射
が
徹
底
さ
れ
、
数
少

な
い
狂
犬
病
の
清
浄
国
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
万
一
発
生
し
た

場
合
に
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に
「
犬
の

登
録
」、「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
と
登
録
を
実
施
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
毎
年
１

回
（
４
月
～
６
月
）
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

○
登
録
済
の
犬
に
つ
い
て
は
、
３
月

下
旬
に
郵
送
し
た
実
施
案
内
に
同
封

の
狂
犬
病
予
防
注
射
交
付
手
数
料
領

収
書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

○
集
合
注
射
料
金　
　

３
２
０
０
円

　

な
お
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼

い
主
は
、
飼
い
始
め
た
日
か
ら
30
日

以
内
に
登
録
を
し
、
鑑
札
を
つ
け
る

よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
こ
の
機
会
に
登
録
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
手
数
料　
　
　

３
千
円

　

集
合
注
射
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
、

「
接
種
済
証
」
を
持
参
し
注
射
済
票

の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
済
票
交
付
手
数
料　
　

５
５
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
環
境
衛
生
）

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
放
し
飼
い
は
人
に
危
害
を
加
え

る
恐
れ
も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
犬
自
身
の
交
通
事
故
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
放
し
飼
い
は
、

大
阪
府
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

鳴
き
声
や
糞
に
よ
る
迷
惑
の
防
止

　

犬
が
散
歩
中
に
排
泄
し
た
糞
の
後

始
末
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
や
、
鳴

き
声
、
悪
臭
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
し

つ
け
を
し
て
最
後
ま
で
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
環
境
衛
生
）

国　
　

保

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担

は
、
法
律
上
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負

担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組
み
と
す

る
た
め
、
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
平
成
26
年
４
月
２
日（
水
）以
降
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
（
誕
生

日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
の
人
）

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
が
２
割
（
各
月
１

日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
か
ら
２

割
）
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
役

並
み
所
得
者
（
一
定
の
所
得
が
あ
る

人
）
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負

担
で
す
。

②
平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）ま
で
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人
（
誕
生

日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま

ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
役

並
み
所
得
者
（
一
定
の
所
得
が
あ
る

人
）は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

※の場所は、平成26年度から変更になりましたので、ご注意ください。

月　　日 時　　間 場　　　所

５月７日（水）

＊�雨天中止の場合
５月９日（金）
に順延します。

午前��

９時30分～９時45分

９時50分～10時10分

10時20分～10時40分

10時50分～11時10分

11時20分～12時00分

午後　

１時10分～�１時30分

１時40分～�２時10分

２時20分～�２時50分

３時10分～�３時30分

桐山老人憩いの家下

二河原辺ちびっこ広場

水分地区利用組合みかん貯蔵所前

川野辺老人憩いの家前

※森屋北ちびっこ広場

役場プレハブ横駐車場

ＪＡ大阪南赤阪支店前

※旧自然休養村管理センター下

　（防火水槽付近）

千早老人憩いの家前

５月８日（木）

＊�雨天中止の場合
５月12日（月）に
順延します。�

午前��

９時30分～９時45分

９時55分～10時25分

10時35分～10時55分

11時05分～11時30分

11時40分～12時00分

午後��

１時10分～３時30分

吉年老人憩いの家前

東阪バス停前（旧ＪＡ千早支店前）

上東阪消防倉庫前

中津原集会所前（中津橋横）

小吹老人憩いの家前

小吹台老人憩いの家前

狂犬病予防集合注射の日程

70歳以上75歳未満の人の窓口負担割合（国民健康保険）
後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害があると認定された人は除く

①昭和19年４月２
日以降生まれの人

②昭和19年４月1
日以前生まれの人

２割

１割
１割１割

３割

•一般
•非課税

•現役並み
　所得者

70歳の誕生
日の翌月

の人はその
月）から

（１日生まれ

平成25年度まで 平成26年度から

�



国
保
の
届
け
出
は
お
早
め
に

　

転
入
・
転
出
や
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
・
脱
退
し
て
も
、
国

民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
連
絡
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
自
身
で
届
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

（
最
高
２
年
間
）
に
な
り
ま
す
。

「
被
保
険
者
と
な
る
」
の
は
、
加
入

の
手
続
き
を
し
た
と
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

と
き
、
あ
る
い
は
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
と
き
で
す
。し
た
が
っ
て
、

加
入
手
続
き
を
す
る
ま
で
の
間
も
、

保
険
料
納
付
の
対
象
期
間
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
特
段
の
理
由
が
な
く
届

け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
そ
の
間
に
受

け
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

②
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
証

が
手
元
に
あ
る
た
め
、
う
っ
か
り
そ

れ
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

き
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は

後
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

新
た
に
加
入
さ
れ
た
健
康
保
険
へ
自

身
で
医
療
費
を
請
求
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

子
育
て

あ
そ
び
の
教
室（
き
し
ゃ

ぽ
っ
ぽ
）参
加
者
募
集

　

幼
児
期
前
半
は
し
っ
か
り
遊
ん
で

身
体
や
人
と
関
わ
る
力
を
育
て
る
大

切
な
時
期
で
す
。
親
子
で
手
遊
び
や

リ
ズ
ム
体
操
、
家
で
は
で
き
な
い
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
な
ど
を
行
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
15
日（
木
）・
22
日（
木
）・

29
日（
木
）・
６
月
５
日（
木
）・
12
日

（
木
）・
19
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
６
回
シ

リ
ー
ズ
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

①�

初
め
て
参
加
さ
れ
る
人　

１
歳
６

か
月
～
３
歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

②�

２
回
目
以
降
の
人
は
調
整
会
議
で

決
定
し
ま
す
。

定
員　

15
組
程
度
（
き
ょ
う
だ
い
の

同
伴
は
相
談
く
だ
さ
い
）

費
用　

無
料

受
付　

４
月
７
日（
月
）～
18
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈４月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

８ 火 10時～11時
地域子育て支援センター

桜まつり

９ 水 ★ 10時30分～11時 英語あそび・発育測定

10 木 10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

15 火 10時～
地域子育て支援センター

こいのぼり制作

17 木 10時～11時 げんき親子体操

22 火 ★ 10時出発予定 石川河川敷 石川こいのぼり見学
（費用：バス代200円）

23 水 10時～ 地域子育て支援センター 風船あそび

24 木 10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
今月の一押し　�　桜まつり　�げんき保育園園庭にて、桜の花を見ながら、春の心地よさを感じ、楽しく過ごしましょう。園児たちの発表、出し物

を予定しています。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。

　　　お試しランチなど日程が未定の行事があります。

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

平
成
25
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
募
金
は
、
歳
末
お
見
舞
い
や
、

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業
（
世
代
間
交
流
会
事
業
費
な
ど
）
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

9



健　
　

康

健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
で

健
康
管
理
を

　

40
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
年
齢
や

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類
な

ど
に
よ
っ
て
受
診
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
健
診
の
実
施
時
期
や
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
（
村
）

○
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
を
対

象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
こ
と
は
総
合
的
な
健
康
状
態
を

知
る
機
会
で
す
の
で
、
積
極
的
に
利

用
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
対
象
の
人
に
は
、
５
月
末
に

特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

○
人
間
ド
ッ
ク

　

村
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ

れ
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
て
費
用
を
７
割
負
担
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
と
併
せ
て
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

印
か
ん
・
保
険
証
・
特
定
健
診
の

受
診
券
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

○
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診
は
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
行
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
４
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
年
度
の
途
中
に
被
保
険
者
に
な

る
人
に
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
の

翌
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
。

○
人
間
ド
ッ
ク

　

広
域
連
合
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受

診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
は
、同
じ
年
度
内
に
１
回
の
み
で
、

上
限
額
は
２
万
６
千
円
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
全
額
を
一
旦

負
担
し
、
そ
の
後
申
請
す
る
こ
と
で

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
な
ど
は
助
成
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド
ッ
ク
助

成
申
請
に
必
要
な
も
の

　

次
の
物
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

•

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

•

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
通
知
書

•

被
保
険
者
証
・
印
か
ん

•

振
込
先
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

　
（
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
）

•
�

村
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

や
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

を
、
富
田
林
医
師
会
管
内
の
健
康

診
査
実
施
医
療
機
関
で
受
診
す
る

と
、
追
加
項
目
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
若
年
健
康
診
査

は
除
く
）。

•
�

健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
で
確

認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

健
康
の
た
め
に
若
年
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
20
歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
を
対

象
に
、「
若
年
健
康
診
査
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
と
同
じ
内

容
の
健
診
（
眼
底
検
査
を
除
く
）
を
、

村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）、
千
早
診
療
所
お
よ
び

植
田
診
療
所
（
小
吹
台
）
で
受
診
で

き
ま
す
。
受
診
者
負
担
額
は
３
千
円

で
す
。
事
前
に
印
か
ん
・
保
険
証
を

持
参
の
上
、
住
民
課
保
険
年
金
担
当

窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

　

で
き
る
だ
け
早
く
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
妊
娠
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
母
子
健
康
手
帳
」
と
「
妊
婦
健
康

診
査
受
診
券
」（
母
体
や
胎
児
の
健

康
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
健
診

を
受
診
で
き
る
受
診
券
で
上
限
額
11

万
６
８
４
０
円
）を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
、
特
に
気
が
か
り
な
こ

と
が
な
く
て
も
、
身
体
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、

定
期
健
診
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
に

よ
る
相
談
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
提
供
、赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ

た
沐
浴
実
習
、
お
父
さ
ん
に
な
る
人

の
妊
婦
体
験
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
悩
ん
だ
と

き
は
、
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
に
応
じ
て
必
要
な
正
し
い
情
報

を
伝
え
た
り
、
続
け
て
サ
ポ
ー
ト
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
す
る
相
談
窓
口
で
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
は
大
阪
府

の
委
託
を
受
け
、
大
阪
府
立
母
子
保

健
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て

い
ま
す
。

電
話
で
の
相
談

☎
０
７
２
５
�
７
７
７
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
午
前

11
時
～
午
後
４
時

Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.ninshinsos.com

/
携
帯
サ
イ
ト

http://w
w
w
.ninshinsos.com

/m
/

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
大
阪
」
で
検
索

で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

福
祉
医
療

65
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
に
、「
老
人
医
療
（
一
部
負

担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）医
療
証
」

を
交
付
し
、
医
療
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①�

身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療

費
助
成
対
象
の
人
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、
療
育
手

帳
重
度
な
ど
）

②�

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当

す
る
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

③�

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人

④�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象

の
人

　

申
請
に
必
要
な
物
な
ど
は
、
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

　

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額

か
ら
「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療

機
関
あ
た
り
入
通
院
と
も
１
日
に
つ

き
５
０
０
円
を
限
度
に
月
２
回
ま

で
）」
を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
福
祉
医
療
）

10



平成26年度　がん検診のお知らせ
【集団検診】実施場所：保健センター　※定員になり次第締め切ります。

日曜日検診もあります！

＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊予約をされた人には検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送ります。
＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。当日受付で支払ってください。
　（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください）

＊個別検診は、必ず事前に健康福祉課への申し込みが必要です。
＊申し込みされた人には健康福祉課から受診票などを送付します。
〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（健康）☎720069（直通）・720081（代表）

【個別検診】実施場所：村指定医療機関（富田林医師会管内産婦人科）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 ５月27日（火）・6月25日（水）・７月13日（日）・17日（木）の午前  
当 日 受 付 時 間 午前８時30分～11時
対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人

内   　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査
〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影・（喀痰検査は必要者のみ実施）

受  診  料 〈胃がん〉1,000円　　　　　　　　〈大腸がん〉300円
〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳
が
ん
検
診

検  診  日 ６月11日（水）・８月５日（火）の午前

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
※受付時間ごとの予約制です。

対 　 　 象

受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　•39歳以下の人　•妊娠中または妊娠の可能性のある人　•授乳中の人
　•心臓ペースメーカーを装着している人　•豊胸術をしている人

定 　   員 〈40歳代〉７人　　〈50歳以上〉22人
内 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円
受診できる回数 ２年（年度）に１回

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 ６月11日（水）・８月５日（火）の午後
当 日 受 付 時 間 午後１時30分～３時

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各55人
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
・
子
宮
頸
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

検  診  日 ６月11日（水）・８月５日（火）の午後

当 日 受 付 時 間 〈40歳代〉午後12時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
※受付時間ごとの予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉６人　　〈50歳以上〉22人
内　容・対　象 上記参照
受  診  料 2,100円

子
宮
頸
が
ん
検
診

検 診 実 施 期 間 平成26年５月１日（木）～平成27年２月28日（土）まで

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）
受  診  料 1,000円
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障
が
い
者
福
祉

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

　

毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め

た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の

日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達
障
害
者

啓
発
週
間
」
と
位
置
付
け
、
自
閉
症

を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
促
進
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
の
人
た
ち
が
個
々
の

能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の
中
で
自
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
発
達
障
が
い

に
対
す
る
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
必

要
で
す
。
こ
の
機
会
に
発
達
障
が
い

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

相　
　

談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑫

　
「
遺
産
相
続
の
権
利
が
発
生
し
た

の
で
期
日
ま
で
に
連
絡
す
る
よ
う

に
」
と
い
う
裁
判
所
か
ら
の
手
紙
が

郵
便
受
け
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

こ
の
よ
う
な
書
面
が
届
い
た
場
合
、

基
本
的
に
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
裁
判
所
か
ら
来
た
郵
便
物

か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
お
近
く

の
弁
護
士
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
裁
判
所
を
名

乗
り
「
借
金
を
返
せ
」「
未
納
料
金

を
払
え
」「
相
続
権
が
発
生
し
た
の

で
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
い
っ
た
内

容
の
手
紙
が
無
差
別
に
送
ら
れ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。訴
訟
関
係（
呼

出
状
・
支
払
督
促
）
な
ど
、
裁
判
所

か
ら
の
重
要
な
通
知
は「
特
別
送
達
」

と
い
う
特
殊
な
扱
い
で
配
達
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
郵
便
職
員
が
名
宛
人

を
確
認
し
、
直
接
手
渡
し
し
た
上
、

受
取
人
が
特
別
送
達
報
告
書
に
署
名

や
押
印
す
る
、
と
い
う
手
続
が
必
要

な
も
の
で
す
。
裁
判
所
か
ら
発
せ
ら

れ
た
よ
う
な
手
紙
を
受
け
取
り
、
本

物
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、
書

面
に
記
さ
れ
た
連
絡
先
で
は
な
く
、

ま
ず
は
法
律
の
専
門
職
（
弁
護
士
）

や
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

平成26年度村民大学歴史講座開講のお知らせ

※第１、２回目のみ、金曜日の開催となりますのでご注意ください。
　第２回目のみ、午前10時からの開講となりますのでご注意ください。
場所　くすのきホール
定員　50人（先着順）　
費用　１回300円　
受付　４月１日（火）～（先着順）※土曜日・日曜日・祝祭日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人でも受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300
※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

　

最
近
で
は
栽
培
技
術
や
輸
送
手
段

が
発
達
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
行
く
と
一
年
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
野
菜
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
季
節
感
が
薄

ま
り
「
旬
」
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

旬
と
は
、
生
産
物
が
一
年
の
う
ち

で
最
も
新
鮮
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
時
期
の
こ
と
で
す
。
旬
に
な
る
と

収
穫
量
が
増
え
て
価
格
が
安
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
味
が
よ
く
な
り
栄
養

価
が
高
ま
り
ま
す
。
実
際
に
旬
の
も

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
比
べ
て
み

る
と
、
ト
マ
ト
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
１

月
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
も
の
よ
り
７
月

の
露
地
栽
培
の
も
の
の
方
が
30
％
程

度
増
加
し
、
冬
に
採
れ
る
ほ
う
れ
ん

草
は
夏
に
採
れ
る
も
の
の
３
倍
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま
れ
る
よ
う
で
す
。

　

最
近
、「
地
産
地
消
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
は

地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
地

域
で
消
費
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

生
産
者
側
は
輸
送
コ
ス
ト
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
節
約
と
な
り
、
販
売
価
格
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
側
は
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
の
で
安
心
し
て
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
村
で
も
、
村
農
振

連
絡
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
学
校
給

食
で
地
場
産
野
菜
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
な
ど
、
地
産
地
消
が
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
が
よ
い
こ
と
を
表
す
言

葉
に
、「
四
里
四
方

に
病
な
し
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
四
里
四
方
で
採
れ
る
食

材
を
食
べ
て
い
れ
ば
健
康
で
い
ら
れ

る
と
い
う
意
味
で
す
。
四
里
四
方
は

16
㎞
四
方
の
こ
と
で
、
人
が
歩
い
て

行
っ
て
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
距
離
で
あ
り
、
食
べ
物
の
鮮

度
が
保
持
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
は
、
そ
の
地
域
で
旬
に
採
れ

る
も
の
を
食
べ
る
こ
と
は
身
体
に
よ

く
、
新
鮮
で
お
い
し
い
と
い
う
こ
と

を
昔
の
人
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は
、

村
農
産
物
直
売
所
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
愛

情
が
こ
も
っ
た
安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
旬
の
村
野
菜
を
、
ぜ
ひ
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
か
ら
は
、
村
で
採
れ
る
旬
の

野
菜
の
栄
養
や
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
を

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

回 講座日時 テーマ 講　　師

１ ５月30日（※金）
午後２時～４時 風水で見る飛鳥時代の古墳 阪南大学

教授　来村多加史氏
２ ６月20日（※金）

※午前10時～正午
古墳から出土した朱（辰砂）の産地を考察
する

東京大学総合研究博物館
豊遙秋氏

３ ７月２日（水）
午後２時～４時

弥生から古墳時代の遺跡に用いられた朱
の産地からひも解く権力の移り変わり

近畿大学
教授　南武志氏

４ ９月10日（水）
午後２時～４時

信仰世界の考古学
―民間信仰における石造物について―

阪南大学
准教授　和泉大樹氏

５ 10月１日（水）
午後２時～４時 楠公史跡をめぐる（戦前の楠公顕彰） 河内長野市教育委員会

尾谷雅彦氏
６ 11月12日（水）
午後２時～４時 博物館へのすすめ 大阪大谷大学

名誉教授　中村浩氏
７ 12月10日（水）
午後２時～４時

考古学と自然科学①
科学の力で年代を知る 村教育課職員

『
村
野
菜
、
食
べ
へ
ん
か
〜
？
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

特
設
人
権
相
談
開
設

　

家
庭
や
近
隣
に
お
け
る
い
じ
め
、

虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
な
ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

当
日
都
合
の
悪
い
人
は
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
２
日（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
健
康
相

談
室

人
権
擁
護
委
員

•

田
中
鈴
代
（
小
吹
68
‐
８
８
９
）

　

☎
�
７
３
８
７

•

西
浦
玲
子
（
吉
年
２
６
０
）

　

☎
�
０
３
８
２

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相

談
に
応
じ
る「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」

を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手

帳
な
ど
、
記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の

年
月
日
、
ま
た
は
過
去
の
履
歴
な
ど

が
分
か
る
も
の
を
持
参
す
れ
ば
、
よ

り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時　

４
月
17
日（
木
）

•

午
前
10
時
～
正
午

•

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

役
場
第
２
会
議
室

※�

今
回
の
開
催
場
所
は
い
き
い
き
サ

ロ
ン
か
ら
役
場
第
２
会
議
室
に
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
国
民
年
金
）

協
定
締
結

災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護

活
動
に
関
す
る
協
定
締
結

　
「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活

動
に
つ
い
て
」
の
協
定
を
富
田
林
医

師
会
、
富
田
林
歯
科
医
師
会
お
よ
び

富
田
林
薬
剤
師
会
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
村
内
で
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
医
師
会
な
ど
が

村
の
設
置
す
る
救
護
所
に
医
療
救
護

班
を
派
遣
し
、
患
者
に
対
す
る
応
急

措
置
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
要
否
の

決
定
、
医
師
の
処
方
に
基
づ
く
調
剤

お
よ
び
服
薬
指
導
、
被
災
者
の
健
康

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
富
田
林
市
、河
南
町
、

太
子
町
も
同
内
容
で
締
結
し
て
お
り
、

今
後
、
４
市
町
村
と
医
師
会
な
ど
が

共
同
で
医
療
救
護
活
動
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
匿　

名　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

　

福
祉
活
動
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
お
知
ら
せ

楠
公
祭

　

毎
年
４
月
25
日
は
、
楠
木
正
成
公

の
生
誕
を
祝
っ
て
、
式
典
を
挙
行
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日（
金
）午
前
10
時
～

場
所　

楠
公
誕
生
地
（
く
す
の
き

ホ
ー
ル
前
）

史
跡
見
学
会

　

楠
公
さ
ん
ゆ
か
り
の
神
社
な
ど

（
宇
太
水
分
神
社
と
北
畠
神
社
）
を

参
拝
し
ま
す
。

日
時　

５
月
15
日（
木
）

　
　
　

午
前
８
時
出
発

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

保
存
会
会
員　

５
千
円

　
　
　

会
員
外　

６
千
円

申
込
締
切　

５
月
２
日（
金
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保

存
会　

☎
�
１
５
８
８

春
季
テ
ニ
ス
大
会
参
加
ペ
ア
募
集

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
春
季
テ
ニ
ス

大
会（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
）参
加
ペ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日（
日
）午
前
９
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
18
日（
日
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

中
学
生
以
上
の
村
在
住
・
在

勤
者
（
必
ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
）

費
用　

１
ペ
ア　

１
千
円

受
付　

４
月
25
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野　

義
信　

☎
�
７
５
１
９

春
季
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
一
般
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対

象
は
、
16
歳
以
上
の
村
内
在
住
・
在

勤
者
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
で
す
。

日
時　

５
月
11
日（
日
）・
18
日（
日
）

※
予
備
日　

７
月
６
日（
日
）

場
所　

村
民
運
動
場

費
用　

１
チ
ー
ム　

１
万
２
千
円

受
付　

４
月
18
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

加
藤　

明　

☎
�
０
９
９
５

春
の
地
域
安
全
運
動

４
月
21
日（
月
）～
30
日（
水
）

　

府
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
安

全
な
ま
ち
大
阪
」を
確
立
す
る
た
め
、

地
域
住
民
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
な

ど
と
連
携
し
て
、
春
の
全
国
地
域
安

全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

○�

ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
犯
罪
の
被
害

防
止

○�

子
ど
も
女
性
を
対
象
と
す
る
犯
罪

の
被
害
の
防
止

○�

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
の
被
害
の
防
止

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
警
察
署
防

　

犯
係　

☎
㉕
１
２
３
４

若
者
の
就
労
・
自
立
相
談
会

　
「
南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
厚
生
労
働
省
認
定
事
業
）」

は
15
～
39
歳
の
若
者
の
就
労
・
自
立

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
や
就
労
体
験

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
か

ら
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
後
１

時
～
４
時
（
予
約
制
）

場
所　

富
田
林
市
役
所
庁
舎
内

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

☎
㉖
９
４
４
１

1�



「安全安心まちづくり」連絡協議会を設置
　３月13日、富田林警察署と千早赤阪村、富田林市、
河南町、太子町の４市町村は、警察と行政の連携を強
化するため、連絡協議会を立ち上げました。
　この協議会では、特にストーカーやドメスティック
バイオレンス、児童虐待などを防ぐため、情報交換を
緊密にし、迅速に対応するために連携を図ります。
　富田林市役所で行われた合意署名式では富田林警察
署長と各市町村長が合意書に署名し、握手を交わしま
した。

千早赤阪村青少年指導員連絡協議会
第２回ジュニアリーダースクール

　３月16日、村青少年指導員連絡協議会主催で村内の小学
生を対象にしたジュニアリーダースクールが行われました。
　当日は42人が参加し、午前は伊丹市昆虫館でたくさんの
生き物にふれあい、自然の大切さを学びました。午後から
は池田市のインスタントラーメン発明記念館でチキンラー
メン作りを体験しました。

こごせ幼稚園　生活発表会
　２月23日、くすのきホールでこごせ幼稚園の
生活発表会が開催されました。
　３歳児は「舞台で楽しく発表する」、４歳児
は「役になりきって表現する」、５歳児は「友
達と協力してつくりあげる」を目標に、各組ご
とに歌や合奏、ダンス、劇あそびなどを披露し
ました。
　子どもたちの熱演に、会場を訪れた保護者な
どから、大きな歓声と拍手が響いていました。
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近況は・・・
　太成学院大学でスポーツ・健康の勉強をして
います。
趣味は・・・
　サッカーです。友達と試合をしたりして楽し
んでいます。
夢は・・・
青年団の団長になることです。

最近、楽しいと思ったことは・・・
　地元の友達とスノーボードに行ったことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　大阪唯一の村としてこれからも残してほしい
です。
次号は・・・
　中学校の同級生の田中嘉恵さんです。
田中さんへメッセージを・・・
　また一緒に遊びましょう。

森屋　 今  村 　 大  峻 くん
＜19歳　おひつじ座＞

HirotakaImamura

３歳の時、家族で神戸ポートピアランド
に行きました。

森屋　たなか　ゆうすけ　くん
（　田　中　　悠　介　）

　　　　　　　　　　　　　　平成22年11月22日生まれ

　たなか　けいすけ　くん
（　田　中　　啓　介　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月14日生まれ
兄弟２人いつまでも仲良く成長していってくださいね。

　父・喜彦さん、母・良子さん

269

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

海
に
あ
る
雲
を
眩ま

ぶ

し
と
遍
路
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の
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眼
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解
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項
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じ

に

ぽ

と

り

空

青

し

靴
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干
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赤
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椿
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借
り
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浅
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や
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色
育
つ
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き

味
噌
を
煮
て
ほ
の
ぼ
の
と
老
い
に
け
り

咲
き
満
ち
し
鉢
を
手
前
に
盆
梅
展

阿　

戸　
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明

貝　

長　
　
　

徹

奥　
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千　

秋
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門　
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子
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子
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栄

美

子
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賀
代
子

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
４月９日㈬

午後１時
～１時10分

平成24年７月
～９月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分

平成22年７月
～９月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

４月18日㈮

午後１時
～１時15分

平成24年１月
～３月生

歯 科 フ ォ ロ ー 健 診

1歳6か月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時00分
１歳６か月・２歳・
３歳６か月児健診で
虫歯になりやすいと
判定された幼児

3歳6か月フォロー
午後２時15分

～２時30分

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（子育て支援センターの出張ひろば）

４月７日・14日・
21日・28日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

４月16日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前
の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの乳
幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時
～10時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相
談

歯 科 衛 生 士による
個 別 歯 科 相 談 ４月21日㈪

午後２時
～３時30分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯
に関する相談を希望
する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） ４月22日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

個別健 康 栄養相談 ４月25日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活
を改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分
　～午後５時

電話で問い合わせくださ
い（予約制）

エ イ ズ に 関 す る
相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分

　～午後５時 電話相談も可

血液検査［エイズ・梅毒］
尿 検 査［クラミジア］

第１・３
水曜日

午後１時30分
　～２時30分

エイズ抗体検査は無料、
そのほか手数料が必要
な場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日 午前９時30分

　～10時30分
無料・予約制
（先着順）

• 飲 用 水・ 井 戸 水 検 査
• 腸 内 細 菌 検 査
• 寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

午前９時30分
　～11時30分 有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎720038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎740240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

４月１日（火）・
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）・29日（火）
５月２日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

４月２日（水）
５月７日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

４月10日（木）
　　24日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ４月17日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ４月23日（水）

各地区ミゼット車 ４月17日（木）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ４月29日（火）予定

千早、東阪、中津原 ４月30日（水）予定

心配ごと ４月３日（木）・５月１日（木）

児　　童 ４月３日（木）・５月１日（木）

行　　政 ４月３日（木）・５月１日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,843人（－８）
　男　　2,777人（－４）
　女　　3,066人（－４）
世帯数　2,366戸（＋１）

₂月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


